
事業所名：大口酒造株式会社 

 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

大口酒造は 2030年もその先の未来も、安心安全でおいしい本格焼酎を提供できる企業であるた

めに、社会・経済・環境面を考慮した製品づくり、社員がやりがいを持って働ける職場環境整備に

努め、人材が育つ企業を目指し SDGｓの実現を図ります。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

経済 

安心・安全・環境に配慮した本格焼酎

づくり 

・HACCP・エコアク

ション21に基づいた

品質管理・環境活

動への維持・発展。 

HACCP（2021年～）・

エ コ ア ク シ ョ ン

21(2006 年～)各取り

組み継続的に実施。 

☐環境 

社会 

経済 

和を大切にし、人材育成に注力する 

・職種・役職に合わ

せた研修の実施。 

・部署間内での連携

の強化。 

研修は計画的かつ

必要に応じて実施

（鹿児島九州経済研

究所、中小企業大学

校など）。部署間での

連携については業務

上の連携はもとより、

社内行事・懇親会等

でも親睦を図り強化

継続中。 

環境 

社会 

経済 

地域に貢献し、地域とともに育つ 

・地元地域のイベン

トなどへ積極的な参

加。 

・自社 HP における

飲食店の PR 活動

支援の実施。 

地元地域イベントな

ど積極的に開催・参

加(新焼酎祭り、伊佐

市夏祭りなど)。飲食

店を絡めたキャンペ

ーンなども実施。 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

各取組、社内全体にて継続的に実施。一部長年続けてきた活動においては、活動内容がマンネ

リ化している点があり、以降活動内容の見直し等必要。急速な酒類市場変化に対応するべく、

SDGsの相関性やメリットを再認識・構築し、引き続き鹿児島SDGs登録事業者として取り組みの

継続を行いたいと思います。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

社会 

経済 

安心・安全・環境に配慮した本格焼酎づくり 

HACCP・エコアクション 21に基づ

いた安心安全な本格焼酎づくり

をし、県鑑評会・熊本国税局鑑評

会ともに優等賞入賞を果たす。 

☐環境 

社会 

経済 

和を大切にし、人材育成に注力する 

職種・役職に合わせた研修の実

施に加え、個々人に合わせた研

修を定期的に実施。 



事業所名：大口酒造株式会社 

環境 

社会 

経済 

地域に貢献し、地域とともに育つ 

地元地域イベントなどへ積極的

に参加するとともに地域貢献活

動（清掃等啓発活動）も各事業所

年 4回以上を目標に実施する。 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

企業活動や商品を通じて、地域のイベントや PR 活動に積極的に参加、協力し、地元の酒屋・飲

食店ともコミュニケーションを図り、本格焼酎の発展に寄与する。また、環境活動におけるリユー

スビンの使用・回収、畜産リサイクルの継続についても他企業と連携・協力を図る。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


